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悪性腫瘍の最先端―掲載予定―
執筆者 所属 テーマ 掲載号
山本俊至 遺伝子医療センター （1）がんゲノム医療 88（1）
増井憲太 病理学（第一） （2）分子生物学的手法と病理診断 88（2）
澤田達男 病理学（第一） （3）Liquid Bx 88（3）
橋本弥一郎 放射線腫瘍科 （4）放射線 88（4）
高木敏男 泌尿器科 （5）ロボット手術 88（5）
塚原富士子 薬理学 （6）分子標的薬 88（6）
第 83回東京女子医科大学学会総会
シンポジウム「『未来の社会創造』21世紀の医療の姿と社会デザイン」
日　時　平成 29 年 9 月 30 日（土）13：00～16：10
会　場　東京女子医科大学　弥生記念講堂
座長（東京女子医科大学医学部国際環境・熱帯医学教授・講座主任）杉下智彦
1．グローバルヘルスと持続可能な社会の創造 （独立行政法人国際協力機構 JICA上級審議役）戸田隆夫
2．国民皆保険の将来―人口構造の変容と医療政策の課題― （政策研究大学院大学教授）島崎謙治
3．在宅ケアの未来予想～在宅医療で医療を変える，地域を変える，文化を変える～
 （医療法人ゆうの森理事長）永井康徳
4．社会変革の新しい担い手 （ケアプロ株式会社代表取締役社長）川添高志
5．イノベーション教育とウェルビーイング
 （慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授）前野隆司
6．今，あらためて，“生まれる場所”，“死ぬ場所”を考える （津田塾大学学芸学部国際関係学科教授）三砂ちづる
7．総括 （東京女子医科大学医学部国際環境・熱帯医学教授・講座主任）杉下智彦
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学会・研究会抄録
第 357 回東京女子医科大学学会例会
日　時　平成 30 年 2 月 24 日（土）　13：00～17：40
会　場　総合外来センター 5階　大会議室
開会の辞 司会（幹事）橋本悦子
挨　　拶 （会長）吉岡俊正
平成 29 年度研究奨励賞授与式　13：02～13：15
選考経過報告 （学長）吉岡俊正
佐竹高子研究奨励賞（第 26 回）
1．新規血管新生抑制因子 LYPD1 の機能部位の同定 （先端生命医科学研究所助教）青木信奈子
2．血中 uromodulin の臨床的意義に関する研究 （八千代医療センター腎臓内科准講師）臼井亮介
中山恒明研究奨励賞（第 4回）
1．ハイブリッド型人工神経による新しい顔面神経再建手術法の確立 （形成外科学講師）松峯　元
平成 28 年度受賞者研究発表　13：15～14：15 座長（幹事）橋本悦子
山川寿子研究奨励賞（第 29 回）
1．日本人 2型糖尿病患者の個別化治療におけるインスリン療法に関する研究
（内科学（第三））大屋純子
佐竹高子研究奨励賞（第 25 回）
1．ヘルパーT細胞の分化を運命づける樹状細胞の機能分子の探索 （微生物学免疫学）大森深雪
中山恒明研究奨励賞（第 3回）
1．転移前ニッチ形成を標的とした新規がん治療への展開 （薬理学）出口敦子・丸　義朗
2．再生医療のための移植用心筋組織内残存未分化 iPS 細胞除去手法開発
（先端生命医科学研究所，循環器内科学）松浦勝久
一般演題　14：15～14：25 座長（幹事）橋本悦子
1．一般内科初診外来における愁訴と傷病名に関する多施設共同研究
（保健管理センター学生健康管理室，女性医療人キャリア形成センター女性医師再研修部門）横田仁子
＜休　　憩＞
第 12 回研修医症例報告会　14：40～17：40 〔発表 7分，質疑応答 3分/○発表者，◎指導医〕
開始の挨拶 （卒後臨床研修センター長）川名正敏
Block 1　14：45～15：40 座長（産婦人科）中林　章・（救命センター）武田宗和
1．全身麻酔導入後，高度の徐脈を来し，手術が延期になった 1症例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2麻酔科，3内科）○杉山瑞恵1・
◎市川順子2・諏訪邦明3・西山圭子2・小高光晴2・小森万希子2
2．左腎摘出後，嘔気・頭痛が続いた vonHippel-Lindau 病の 1例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2脳神経外科）○中尾千恵1・◎糟谷英俊2・山崎　圭2
3．交通外傷による右心耳破裂の 1救命例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2救急医療科）〇川口憲治1・◎庄古知久2・出口善純2
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4．胃癌による穿孔が疑われたが，最終的に S状結腸癌にて手術を行った 1例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2外科）○横川英之1・水口知子1・下嶋優紀夫2・
宮澤美季2・◎山口健太郎2・碓井健文2・横溝　肇2・塩澤俊一2・島川　武2・勝部隆男2・成高義彦2
5．副腎皮質癌と鑑別を要し，胃原発神経鞘腫に類似した組織像を持つ後腹膜神経鞘腫の 1例
（1卒後臨床研修センター，2乳腺・内分泌外科，3病理診断科）○林　怡嫻1・
羽二生賢人2・永井絵林2・◎尾身葉子2・堀内喜代美2・山本智子3・岡本高宏2
Block 2　15：40～16：25 座長（小児科）平澤恭子・（東医療センター小児科）本間　哲
6．右大腿蜂窩織炎で受診し，詳細な問診から早期診断に至った小児 1型糖尿病の 1例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2小児科）○高橋侑利1・
◎星加将吾2・安田祐希2・松岡尚史2・杉原茂孝2
7．右膝の腫脹を主訴に入院し，関節型若年性特発性関節炎と診断した 1歳女児例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2小児科，3膠原病リウマチ痛風センター）○岩本隼輔1・
◎東　範彦2・星加将吾2・根木瑠美子2・安田祐希2・宮前多佳子3・杉原茂孝2
8．退形成性上衣腫の多発転移に急性リンパ性白血病を合併した女児例
（1 卒後臨床研修センター，2小児科，3脳神経外科）○岡野まり子1・◎金子裕貴2・鶴田敏久2・
千葉幸英2・木原祐希2・藍原康雄3・林　基弘3・川俣貴一3・永田　智2
9．乳児期後期に進行を認めた出血後水頭症 2例
（1卒後臨床研修センター，2小児科）○森島直子1・◎佐藤友哉2・
竹下暁子2・平澤恭子2・永田　智2
＜休　　憩＞
Block 3　16：35～17：25 座長（循環器内科）志賀　剛・（血液内科）吉永健太郎
10．ニボルマブ関連大腸炎に対してステロイドが有効であった転移性腎細胞癌の 1例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2泌尿器科）○木下翔太郎1・◎近藤恒徳2
11．胃ランタン沈着症―6例の臨床病理学的検討
（1卒後臨床研修センター，2病理診断科，3消化器内視鏡科）○小林茉弥1・◎長嶋洋治2・◎中村真一3
12．周術期低血糖が遷延した 1型糖尿病の症例
（1卒後臨床研修センター，2麻酔科，3糖尿病内科，4乳腺・内分泌外科）○林　怡嫻1・
深田智子2・井出理沙3・神尾孝子4・◎尾㟢　眞2・◎野村　実2
13．顔面神経麻痺の治療後に多発脳神経障害を繰り返し，診断に至った特発性肥厚性硬膜炎の 1例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，2内科，3耳鼻咽喉科）○鈴木綾子1・
興野　藍2・金子富美恵3・◎西村芳子2・柴田興一2・佐倉　宏2
14．Multi-detectorcomputedtomography（MDCT）を用いた稀少疾患である
calcifiedamorphoustumor（CAT）の定量的評価
（1卒後臨床研修センター，2循環器内科，3画像診断・核医学科，4病理学（第二））○福島　博1・
◎関口治樹2・鈴木　敦2・芹澤直紀2・新井光太郎2・芦原京美2・
村崎かがり2・萩原誠久2・福島賢慈3・長尾充展3・宇都健太4
初期臨床研修現況報告 （循環器内科准教授）志賀　剛
ベストプレゼンテーション賞表彰式
閉会の辞 司会（幹事）小森万希子
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1．大脳皮質錐体細胞における樹状突起発達の分子機
構
（生化学） 中村史雄　
　大脳の新皮質は I～VI層で構成される．皮質V層の錐
体細胞は情報の入力側にあたる樹状突起と出力側の軸索
で構成される．神経ガイド分子は軸索の伸長制御だけで
なく，樹状突起や樹状突起上のシナプスの形成にも関わ
る．神経ガイド分子の一つであるセマフォリン 3A
（Sema3A）は，海馬や脊髄後根神経節細胞の軸索を反発
し，軸索突起の伸長を抑制する．一方，大脳皮質の樹状
突起に対しては，Sema3Aは分岐や伸長を促進する．
　大脳皮質・錐体細胞樹状突起の形成に関わる Sema3A
の情報伝達機構について検討を行い，チロシンリン酸化
を制御する 2つの分子，チロシンキナーゼFyn，チロシ
ンホスファターゼ PTPδが関わることを明らかにした．
Sema3AはPTPδを活性化してFynのC末端チロシン残
基を脱リン酸化する．この作用に伴いFyn は活性化し，
下流因子を活性化する．Sema3A，PTPδ，Fynいずれの
ノックアウトマウスにおいても皮質錐体細胞の基底樹状
突起の形成が低下していた．さらに Sema3A＋/－；
PTPδ＋/－やPTPδ＋/－；Fyn＋/－の二重へテロ変異
マウス脳も同様の表現型を示した．これらの事実から
Sema3A・PTPδ・Fynの情報伝達経路は生体内で大脳皮
質の樹状突起形成を制御する機構と推測された．
2．抗 VEGFR2 療法はどのように胃癌における腫瘍内
微小環境を変化させるか
（1解剖学・発生生物学，2ハーバード大学医学部
マサチューセッツ総合病院放射線腫瘍科）
 北原秀治1・ドゥーダ・ダン2・江㟢太一1　
　悪性腫瘍が誘導する異常血管は，腫瘍周辺の低酸素，
低 pH環境を作り出し，免疫原性の低下を引き起こす．
癌細胞は免疫抑制因子を産生し，さらに関連細胞が惹起
され，癌生育に最適な免疫抑制性環境が構築されていく．
こうした免疫機構をはじめ，腫瘍微小環境正常化に至る
までのメカニズムや，正常化後の予後，副作用に関して
は不明な点が多く，現在も臨床応用出来ていない．われ
われは上記を背景とし，この「腫瘍微小環境の正常化，
およびそのメカニズムへのアプローチ」が，結果として，
特異的な免疫監視機構を持つ消化管における強力な宿主
免疫力を回復させると共に，既存の治療効果を最大限に
発揮させる宿主環境を構築し，次世代の癌治療法となる
ことを確信している．そこで，まず胃癌モデルマウスを
用いて，腫瘍細胞自身の増殖および，腫瘍細胞・腫瘍血
管が発現するVEGFR2をそれぞれ抑制し，腫瘍微小環境
がどのように変化するのかを検討した．ヒト由来胃癌細
胞および，ヒト手術検体を移植したマウスに，マウス由
来，ヒト由来のVEGFR2抗体および抗がん剤をそれぞれ
投与した結果，腫瘍血管のVEGFR2を適度に抑制した方
が，腫瘍の成長が遅延した．また，組織学的には腫瘍血
管は正常化し，線維化，低酸素，慢性炎症なども改善し，
消化器系の悪性腫瘍においては，腫瘍血管が発現する
VEGFR2 を抑制した方が，腫瘍微小環境の正常化を促
し，既存治療や免疫治療との併用に適していることが確
認できた．
学会・研究会抄録
平成 29 年度東京女子医科大学医学部・基礎系教室研究発表会
日　時：平成 29 年 12 月 22 日（金）13：00～16：40
場　所：東京女子医科大学弥生記念講堂地下　A会議室
主　催：基礎医学系教授会
1．大脳皮質錐体細胞における樹状突起発達の分子機構 （生化学）中村史雄
2．抗VEGFR2 療法はどのように胃癌における腫瘍内微小環境を変化させるか
 （解剖学・発生生物学）北原秀治
3．カドミウムによる肺がんの悪性転化機構の解明 （衛生学公衆衛生学（第一））藤木恒太
4．ピエ・ノワールの名乗りの実践に関する考察 （外国語文化）足立　綾
5．DeterminantsofContinuumofCareforMaternal,Newborn,andChildHealthServicesinRural
LaoPDR（ラオスの農村部における母子保健継続ケアの決定要因） （国際環境・熱帯医学）佐久間さき
6．mTOR複合体によるヒストンメチル化の新規制御機構 （病理学（第一））原地美緒
7．口腔病原体が生活習慣病の病態形成に与える影響 （微生物学免疫学）大坂利文
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